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                          新型コロナウイルス感染症対策（予防・会食）について 

保健管理センター長・職員健康管理室長 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19)が、東京で広がりはじめて 8 か月たちました。 

予防のカギは気道からの飛沫への対策です。 

●以下の方策をもう一度確認して、冬の到来に備えましょう。

１．マスクの着用

２．手洗い・うがい

３．室内・車内の換気の励行

４．3 密の回避

※参考

（内閣官房 https://corona.go.jp/prevention/pdf/infection-20201023.pdf） 

●年末・年始の会食の季節ですが、本学では「会食の自粛を推奨」しています。

特に飲酒を伴う会食は避けてください。

飲酒を伴わない場合でも以下の点に気をつけてください。

１．喫食時以外はマスク着用（注文・会話・会計のときも）

２．人数は少なく、広いテーブルで、食器は個別で

３．着席は斜め向かいで（真正面をさける）

４．時間は短めに、声は低めに

※参考：一般的な会食における感染事例 （国立感染症研究所）

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/covid19-25.pdf 

●サークル活動も段階的に始まっています。食事・運動・睡眠に留意して体調を整えてください。



会食で感染リスクを下げる工夫
・少人数・短時間で、なるべく普段一緒にいる人と
・箸やコップは使い回わさず、一人ひとりで
・座の配置は斜め向かいに。（正面や真横はなるべく避ける）
・会話する時はなるべくマスク着用（フェイスシールド・マウスシールドはマスクに比べ効果が弱いことに留意が必要）
・換気が適切になされているなどの工夫をしている、ガイドラインを遵守したお店で
・体調が悪い人は参加しない




